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県内市町村の「木・花・鳥」  ◆飯塚市【市の木】クスノキ、ヤマボウシ【市の花】コスモス、スイセン　◆田川市【市の木】キンモクセイ、イチョウ【市の花】ツツジ　≪出典：福岡県市町村要覧≫

　今回の第90回メーデーは、福岡県内で、10連休、天皇即位と重なる中でのメーデーとなり、
各地実行委員会では開催成功にむけて創意工夫を重ねて実施しました。参加数について危惧す
る声も上がる中でしたが、８会場・2810名の参加で成功を収めることができました。

　県労連ではこの間、若年未組織労働者の組織化にむけ、20歳から35歳の居住者
が40％近くを占める地域に向けて、「働き方アンケート」を配布し40人からハガ
キが戻ってきました。この中では、労働基準法に守られず、サービス残業は当
たり前、有給休暇もとれず、「助けて下さい！」と書かれたものもありました。
　働き方改革が叫ばれながらも、上記のように現在の労働基準法すら守られて
いない職場で働く多くの労働者とどうつながるかが大きな課題となっています。
　県労連では、「働き方アンケート」を配布した地域の中で継続してチラシ配布、
セミナーなどを行ってきましたが、今回も下記の通り開催します。また、今回
の「市民講座」は、新加入組合員学習会としても位置づけ開催します。多くの皆
さんの参加を呼び掛けます。

★日 時／６月 23 日（日）14 時～ 15 時 30 分
★会 場／アミカス研修室 AB（西鉄高宮駅東口）
★講 師／セミナー①「ブラック企業の見分け方」
　　　　　　　　　　下関市立大学関野教授
　　　　 セミナー②「申請手続きどうするの？」
　　　　　　　　　　労働組合スタッフ
★定 員／組合員 20 人・未加入 20 人です。
★締 切／６月 14 日　県労連事務局まで  　　　　　　　  

「ブラック企業の見分け方」「ブラック企業の見分け方」
市 民 講 座

が
集
ま
り
ま
し
た
が
、
自

ら
署
名
に
応
じ
た
方
は
、

「
日
頃
か
ら
核
兵
器
を
無

く
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
戦
争
は
絶
対
に
起
こ

し
て
は
い
け
な
い
」
と
の

声
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日

　

核
兵
器
廃
絶
国
際
署

名
推
進
福
岡
県
連
絡
会

は
5
月
14
日
、
ヒ
バ
ク

シ
ャ
署
名
と
宣
伝
行
動

を
Ｊ
Ｒ
博
多
駅
前
で
実

施
。
８
団
体
17
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
28
筆
の
署
名

本
は
い
ま
だ
に
署
名
を

し
て
い
ま
せ
ん
。
安
倍

首
相
に
「
核
兵
器
禁
止

条
約
」
の
署
名
を
迫
る

た
め
に
も
、
引
き
続
き

運
動
を
継
続
強
化
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

メーデーメーデー

京築地区（行橋市・大
橋公園）

筑後地区（久留米市・久
留米シティプラザ）

田川地区（田川市・田川
市青少年センター）

北九州地区（北九州市
・勝山公園図書館横広

場）

大牟田地区（大牟田市
・築町公園）

福岡県・地区（福岡市
・冷泉公園）

働くものの団結で生活と権利働くものの団結で生活と権利
� 平和と民主主義を守ろう！� 平和と民主主義を守ろう！
第第9090回回

唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
の
責
務

5
・
14 

ヒ
バ
ク
シ
ャ
署
名
行
動
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自
民
議
連
で

自
民
議
連
で

��
最
低
賃
金
の
在
り
方
を
発
言

最
低
賃
金
の
在
り
方
を
発
言

今後の日程  6/1（土）県社保協総会 6/2（日）築城基地の米軍化を許さない県集会 6/3（月）いかんよ貧困宣伝 6/10（月）県労連4役会議 6/11（火）機関紙協会役員会 6/14（金）ディーセントワークデー宣伝、非正規労組連絡会幹事会

◆昨年4月から労働審判員として活動を始めました。
私が担当した労働審判は２件とも解雇事件でした。１
件目は運輸労働者、2件目はタクシードライバーでし
た。「不当解雇」と言いきれる案件ではなく労働者側
にも非がある内容でした。合わせて双方ともに個人的

な感情のぶつかり合いがあり難しい内容でしたが、落とし所を探り解
決することができました。運輸・タクシーとも基本給だけでは最賃を
割る給与も見られる労働実態だけに１人だけで労働条件を変えること
は当然難しく、そのためにも労働組合が団体交渉を通じて労働条件を
変えていくことが必要ですが、まだまだ組織化が途中でこれから組織
を大きく広げることが求められています。◆それだけに、現在進めて
いる自交総連・建交労トラック部会が進める組織拡大総がかりの成功
が不可欠です。組合員の皆さんの力もぜひお貸し下さい。� （福）

全
国
一
律
最
賃
で
、
賃
金
底
上
げ
し
、
地
域
を
元
気
に

【
連
合
通
信
・
隔
日
版　

№
９
４
１
９
よ
り
】

い
と
し
の
印
刷
ボ
ー
イ
ズ

い
と
し
の
印
刷
ボ
ー
イ
ズ

��

～
業
界
あ
る
あ
る「
ト
ラ
ブ
ル
祭
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～
業
界
あ
る
あ
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ト
ラ
ブ
ル
祭
り
」

後
集
記

編

著
者
／
奈
良

著
者
／
奈
良  

裕
己
裕
己

出
版
社
／
Ｇ
ａ
ｋ
ｋ
ｅ
ｎ

出
版
社
／
Ｇ
ａ
ｋ
ｋ
ｅ
ｎ

価
格
／
１
，２
９
６

価
格
／
１
，２
９
６
円円（
税
込
）

（
税
込
）

　

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
部
は
第
1
回
交
流
集

会
を
5
月
18
～
19
日
福
岡
で
開
催
し
28
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

な
ど
、
我
が
身
で
考
え
る

と
身
の
毛
も
よ
だ
つ
ト
ラ

ブ
ル
も
ど
こ
か
笑
え
て
読

め
て
し
ま
う
。

　

マ
ン
ガ
の
脇
に
印
刷
用

語
解
説
も
入
っ
て
い
て
、

改
め
て
勉
強
に
も
な
る

し
、
印
刷
業
界
以
外
の
方

が
読
ん
で
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん

面
白
い
、
お
す
す
め
の
本

で
す
。

�

（
は
や
し
だ
こ
う
い
ち
）

　

著
者
は
印
刷
会
社
に
10

年
務
め
た
経
験
の
あ
る
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
。
自
身

の
経
験
で
の
印
刷
業
界
ト

ラ
ブ
ル
あ
る
あ
る
を
コ
ミ

カ
ル
に
描
い
た
短
編
マ
ン

ガ
集
で
す
。

　
「
水
着
に
つ
ん
つ
ん
大

会
」
や
「
伝
説
の
誤
植
」

この本
おすすめ

　

全
国
一
律
最
賃
制
の
実

現
を
目
指
す
自
民
党
議
員

連
盟
の
会
合
が
４
月
11
日

あ
り
、
最
賃
の
改
定
審
議

の
際
に
検
討
さ
れ
る
国
の

標
準
生
計
費
に
つ
い
て
、

算
出
根
拠
を
示
す
よ
う
議

員
が
踏
み
込
む
場
面
が

あ
っ
た
。
最
賃
引
き
上
げ

の
重
し
と
な
っ
て
い
る
標

準
生
計
費
の
算
出
方
法
に

つ
い
て
〝
秘
密
の
ベ
ー

ル
〟
が
剥
が
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
関
係
者
は
期

待
す
る
。

　

全
国
一
律
の
公
定
価
格

で
あ
る
医
療
・
福
祉
職
の

賃
金
水
準
が
、
最
賃
額
と

強
い
相
関
が
あ
る
こ
と
に

も
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

こ
の
日
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

対
象
は
、
全
労
連
と
中
澤

秀
一
静
岡
県
立
大
学
短
期

大
学
部
准
教
授
。
中
澤
氏

が
全
国
各
地
で
手
掛
け
て

い
る
生
計
費
調
査
の
手
法

を
説
明
し
た
。

　
自
民
議
員
も

　
厚
労
省
へ
生
計
費

　
デ
ー
タ
開
示
迫
る

　
何
と
か
生
命
を
維
持

で
き
る
水
準
で
は
な
く
、

「
健
康
で
文
化
的
な
生

活
」
を
送
れ
る
最
低
限
の

生
計
費
を
算
出
す
る
試
み

だ
。
都
市
、
地
方
に
か
か

わ
ら
ず
、
法
定
労
働
時
間

の
勤
務
で
お
お
む
ね
時
給

１
３
０
０
円
程
度
が
必
要

と
の
結
果
が
出
て
い
る
。

　

議
員
ら
が
強
い
関
心
を

示
す
中
、
厚
生
労
働
省
担

当
者
は
国
の
標
準
生
計
費

を
最
賃
の
改
定
審
議
に
提

出
し
て
い
る
と
説
明
し

た
。
標
準
生
計
費
は
、
人

事
院
が
毎
年
、
総
務
省

の
家
計
調
査
を
基
に
算

出
。
昨
年
は
単
身
世
帯
が

11
万
６
９
３
０
円
、
４
人

世
帯
で
22
万
２
３
５
０
円

と
低
い
水
準
と
な
っ
て
い

る
。

　

中
澤
准
教
授
は
、
標
準

生
計
費
の
算
出
に
関
す
る

デ
ー
タ
が
非
公
表
と
さ

れ
、
家
計
調
査
か
ら
も
再

現
で
き
な
い
検
証
不
可
能

な
代
物
で
あ
る
と
指
摘
。

山
本
幸
三
議
連
幹
事
長
が

「
国
会
議
員
に
秘
密
に
す

る
理
由
な
ど
あ
る
か
」
と

一
喝
し
、
根
拠
と
な
る

デ
ー
タ
を
示
す
よ
う
迫
っ

た
。
厚
労
省
側
の
対
応
が

注
目
さ
れ
る
。

自民議連で説明する全労連黒澤事務局次長

生計費調査を説明する静岡県立大中澤准教授

　

1
日
目
は
、
晩
年
平
和

運
動
に
取
り
組
ん
だ
「
歌

人
・
白
蓮
」
ゆ
か
り
の
伊

藤
伝
右
衛
門
邸
と
彦
山
二

又
ト
ン
ネ
ル
爆
発
事
故
現

場
を
見
学
し
て
夕
食
交
流

会
。
2
日
目
は
県
労
連
山

下
議
長
と
今
回
の
統
一
選

挙
で
当
選
し
た
立
川
由
美

福
岡
県
議
会
議
員
か
ら
挨

拶
と
寺
園
全
労
連
女
性
部

副
部
長
か
ら
行
動
提
起
が

あ
り
ま
し
た
。「
自
分
」

を
表
現
す
る
た
め
に
名
字

で
は
な
く
名
前
で
自
己
紹

介
。
今
後
、
各
県
に
持
ち

帰
り
活
動
を
広
げ
る
こ
と

に
繋
が
る
、
終
始
笑
い
に

あ
ふ
れ
た
元
気
な
交
流
集

会
で
し
た
。

　

博
多
口
で
、
３
０
０
０

万
署
名
も
取
り
組
み
ま
し

た
。

inふくおか

全労連 黒澤氏
静岡県立大 中澤氏

第1回
    全労連九州ブロック全労連九州ブロック

 　　　  　　　 女性部交流集会女性部交流集会

　
公
務
非
正
規
の

　
賃
上
げ
を

　

併
せ
て
議
員
ら
が
強
い

関
心
を
示
し
た
の
が
、
都

道
府
県
ご
と
の
最
賃
額
と

所
定
内
賃
金
の
相
関
だ
。

最
賃
が
高
い
地
方
ほ
ど
賃

金
は
高
く
、
低
い
地
方
は

賃
金
が
低
い
。
特
に
、
診

療
報
酬
や
介
護
報
酬
な
ど

国
の
公
定
価
格
で
労
務
費

単
価
が
決
め
ら
れ
て
い
る

医
療
・
福
祉
職
場
で
、
同

じ
相
関
が
見
ら
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
務
台
俊
介
議

連
事
務
局
長
が
「
非
常
に

問
題
だ
」
と
発
言
、
同
省

に
要
因
分
析
を
求
め
た
。

　

全
労
連
の
担
当
者
が
典

型
的
な
低
賃
金
職
場
と
し

て
①
コ
ン
ビ
ニ
②
福
祉
③

自
治
体
非
正
規
―
―
を
挙

げ
る
と
、
町
長
経
験
者
で

あ
る
衛
藤
征
士
郎
議
連
会

長
は
「
給
与
を
上
げ
よ
う

と
し
て
も
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
で
国
は
抑
え
て
く

る
。
そ
う
す
る
と
町
の
企

業
（
の
賃
金
）
も
下
が

る
。
逆
に
地
方
の
公
務
員

が
引
っ
張
り
、
賃
金
を
上

げ
な
い
と
国
際
競
争
に
勝

て
な
い
」
と
述
べ
、
最
賃

引
き
上
げ
の
意
義
を
強
調

し
た
。


